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今回ご紹介する「素敵な人」は
ウィーンやイタリアでピアノ技術
を研究し、本物の音作りを目指す
ピアノ調律師の上野泰永さんです。
守山市のご自宅に伺うと、そこに

は100人が収容できる音
楽ホール「スティマー・
ザール」が併設されてい
ました。ドイツ語で「調
律された空間」を意味す
るこのホールは「ピアノ
の実験場」を兼ね16年
前に建てられたものです。
「スティマー・ザール」への思い
を上野さんにお聞きしました。「国
内外のホールでの調律時に、様々
な響きのイメージが浮かび、それが
一つに凝縮し、まとまった時、シン
プルな空間が生まれました。建物
全体をシンプルな楽器ととらえ、楽
器の内部の響きの中に奏者と聴衆
が居る状況が理想だと考え、この
ホールを造りました」。

ホールにあるピアノに目をやると
脚の下に何かあります。「実はこの
ピアノ、床から浮いているんですよ」
と笑顔で説明する上野さん。よく見
るとピアノのキャスターが 字形
の器具の上に乗っていて、床との
間に少し空間ができています。こ
れは上野さんが開発した「スティ
ムフューチャー」というインシュレー
ター。ピアノが床に与える振動を
減らすことで、ピアノ本来の音を
引き出すことが可能になりました。
上野さんはホールができた頃から
構想し始め、長年、形や材質に改
良を重ね国内外の特許を取得、昨

年から販売を始めま
した。「ワンランク
上のピアノを弾いて
いる様な迫力が得ら

れる」「一つ一つ
の音の立ち上がり
が良くクリアーに
聞こえる」などと
評判は上々 。国内
外で反響をよんで
います。
「私の最終的な目
標は今までにな
い構造で、より多様な音の出せる
ピアノを作ること」とイキイキと
した表情で夢を語る上野さん。調
律師、「スティマー・ザール」の運
営、ピアノ指導者のためのレッス
ンやレクチャーの開催…上野さん
の様々な音への追究はこれからも
続きます。今後ますますのご活躍
を期待いたします。 　　（取材・鋒山）
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